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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
毎
月
勤
労
統
計
調
査
で
賃
金
の
変
化
率
の
把
握
に
用
い
る
べ
き
デ
ー
タ
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
継
続
標
本
（
共
通
事
業
所
）
に
よ
る
前
年
同
月
比
」
の
現
金
給
与
総
額
（
名
目
賃
金
）
の
前
年
同
月
比
の

数
値
」
は
、
参
考
資
料
と
し
て
、
御
指
摘
の
「
現
金
給
与
総
額
（
名
目
賃
金
）
の
前
年
比
」
と
併
せ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標
本
に
対
す
る
調
査
の
集
計
結
果
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
差
し
替
え
る

べ
き
」
及
び
「
修
正
す
べ
き
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

二
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
「
継
続
標
本
（
共
通
事
業
所
）
に
よ
る
前
年
同
月
比
」
か
ら
算
出
で
き
る
、
二
〇
一
八
年
一
月
か
ら
十
一
月

の
各
月
の
実
質
賃
金
の
前
年
比
」
に
つ
い
て
は
、
新
設
事
業
所
の
影
響
が
反
映
さ
れ
な
い
、
標
本
数
が
小
さ
く
な
る
た
め

「
本
系
列
」
よ
り
統
計
上
の
誤
差
が
大
き
く
な
る
と
い
っ
た
課
題
等
が
当
該
継
続
標
本
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
、

統
計
上
意
味
の
あ
る
も
の
と
し
て
当
該
実
質
賃
金
の
変
化
率
を
お
示
し
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一



六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
議
論
」
及
び
「
結
論
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
部
分
入
れ
替

え
方
式
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
）
の
導
入
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
毎
月
勤
労
統
計

の
改
善
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
の
資
料
「
毎
月
勤
労
統
計
の
改
善
に
関
す
る
検
討
会
中
間
的

整
理
（
案
）
」
（
以
下
「
中
間
的
整
理
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
現
在
実
施
し
て
い
る
総
入
れ
替
え
方
式
か
ら
部
分

入
れ
替
え
方
式
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
）
へ
移
行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
、
「
サ
ン
プ
ル
の
入
れ
替
え
方
法
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
」
等
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
労
働
者
数
の
推
計
の
た
め
の
基
準
数
値
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）
の
更
新
に
よ
る
、
労
働
者
構
成
の
ギ
ャ

ッ
プ
の
補
正
、
過
去
の
増
減
率
の
変
更
」
に
つ
い
て
、
中
間
的
整
理
に
お
い
て
は
、
「
サ
ン
プ
ル
入
れ
替
え
と
労
働
者
数
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
同
時
に
更
新
す
る
場
合
は
、
賃
金
・
労
働
時
間
指
数
に
つ
い
て
、
新
旧
サ
ン
プ
ル
の
差
に
伴
う
ギ
ャ
ッ
プ

の
補
正
（
平
行
移
動
方
式
）
と
併
せ
て
、
新
旧
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
差
に
伴
う
労
働
者
構
成
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
補
正
（
三
角
修
正

方
式
）
を
行
う
。
た
だ
し
、
過
去
の
増
減
率
に
つ
い
て
は
変
更
し
な
い
」
等
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
「
異
な
る
対
応
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
検
討
会
や
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

の
議
論
も
踏
ま
え
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
調
査
対
象
事
業
所
の
「
部
分
入
れ
替
え
方
式
」
に
つ
い
て
は
、
統
計
委
員
会
の

下
に
設
け
ら
れ
た
「
新
旧
デ
ー
タ
接
続
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
の
議
論
、
同
委
員
会
の
答
申
及
び
総
務
大
臣
の
承

認
を
経
て
、
平
成
三
十
年
一
月
分
以
降
の
同
調
査
に
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


